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発行　岩手高等学校

盛岡市長田町

印刷　山口北州印刷搾

十
月
一
日
、
本
校
の
後
期
が
始
ま
っ
た
。
石
桜
会

〔
生
徒
会
〕
　
の
役
員
も
、
新
し
い
顔
ぶ
れ
に
な
っ
た
。

執
行
部
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
、
後
期
の
生
徒
会
活
動
を
引
っ
張
っ
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

夏
以
降
の
文
化
部
の
活
躍
の

報
告
で
あ
る
。

絵
層
瀞
∵

○
高
相
頗
含
文
化
祭
総
合
開
会
式

1
0
月
2
日
（
水
）

猥
民
会
館
大
ホ
ー
ル

舞
台
美
術
を
絵
画
郡
員
有
意

が
担
当
。

高
紀
文
連
盟
旗
保
持
者
を
、

三
E
柴
田
徳
法
が
務
め
る

施
学
部
㍉
凍

〇
第
2
2
回
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
競

技
全
国
大
会

9
月
2
2
日
（
日
）

さ
い
た
ま
市
秋
ケ
瀬
公
園

妬
出
場
高
校
中
で
は
ト
ッ
プ

定
点
着
地
競
技

一
年
・
小
国

．
菜
部
■
㍉

○
久
慈
将
棋
大
会

7
月
2
0
日
（
土
）

久
慈
市
文
化
会
飽

初
段
戦

三
E
・
青
田

〇
第
乃
回
全
国
重
選
抜
選

秋
季
校
内
体
育
大
会
結
果

十
月
十
日
、
十
一
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
、
秋
の
校
内
体
育

大
会
が
囲
か
れ
た
。

今
回
の
大
会
は
、
春
の
そ
れ

と
は
違
い
、
柔
道
を
除
く
種
目

が
学
年
の
枠
を
越
え
て
競
わ
れ

る
も
の
だ
っ
た
。

結
集
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル一

位
　
　
　
教
員

二
位

三
位

柔

　

道
優
勝
H
E
、
n
R
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
…
ル

一
位

二
位

三
位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

一
位
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月
3
日
（
土
）
、
4
日
（
日
）

山
形
県
天
真
滝
の
湯
ホ
テ
ル

三
甲
・
佐
々
木
裕
太
郎予

選
敗
退

〇
第
2
7
回
中
学
生
名
人
戦

8
月
1
2
日
（
月
）
、
1
3
日
（
火
）

東
急
百
貨
店
乗
積
店

三
甲
・
佐
々
木予

選
リ
ー
グ
敗
退

○
大
山
十
五
世
名
人
杯
大
会

8
月
1
8
日
（
日
）

青
森
県
百
石
町
み
な
く
る
館

有
段
A
級
八
五
段
位
揮
得
塑

佐
藤
圭
「
澤
口
竜
一予

選
敗
退

有
段
B
組
（
三
段
位
獲
得
戦
）

田
山
英
亨
　
　
　
準
優
勝

〇
第
1
7
回
全
国
オ
ー
ル
学
生
将

棋
選
手
権

9
月
1
5
日
（
日
）

川
崎
市

④
－
一
都
留
文
科
大

④
－
一
神
奈
川
大

一
－
④
　
日
本
犬

③
－
ニ
藤
枝
明
誠
高

一
l
㈲
　
束
京
大

三
勝
二
放
　
應
数
1
3

団
体
総
合
1
7
位

高
校
4
位

〇
第
1
2
回
高
文
連
級
別
大
会

1
0
月
1
日
（
火
）

高
校
会
館

A
級

（
二
D
）
庵
原
　
佑
　
優
勝

〓
D
）
澤
口
竜
一
準
健
勝

（
二
B
）
川
村
憲
慶
　
4
位

川
吸
奏
巣
翠
∴
・
．

〇
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
4
0
回
岩
手
県
大
会

7
月
2
8
日
（
日
）

二
戸
市
民
文
化
会
館

金
貨
受
妥

○
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
大
会

9
月
1
4
日
人
士
）

銅
嘗

○
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
県
北
地
区
大
会

1
0
月
6
日
（
日
）

東
北
大
会
出
場
権
應
得

夏
以
降
の
運
動
部
の
活
躍
の

報
告
で
あ
る
。

9
月
2
2
日
（
日
）

団
体
叔

対

一
年
　
丸
森

二
年
　
中
嶋

一
年
　
佐
々
木
雅
史

一
年
　
殿
内

一
年
　
佐
々
木
秀
夫

盛
岡
三
高

メ
ン
　
負

引
き
分
け負

コ
テ
　
負

メ
　
勝

一
勝
四
敗

〇
第
3
5
回
三
陸
治
山
に
蓮
手
権
大
会

1
0
月
6
日
（
旦

個
人
敬

二
E
中
嶋

対
　
荻
原
（
高
田
）

メ
メ
　
負

一
年
・
佐
々
木
秀
夫

忘
義

対
佐
藤
（
花
巻
北
）

メ
メ
勝

対
　
三
田
香
北
）

延
長
の
未
、

三
回
戦

対
　
照
井
（
黒
北
）

団
体
戦

対

一
年
・
丸
森

一
年
・
新
田

一
年
・
佐
々
木
雅
史

一
年
・
殿
内

一
年
・
佐
々
木
秀
夫

〇
第
8
1
回
全
国
高

7
月
2
9
日
（
旦

◎
－
0
　
江
南
義
塾
盛
岡

0
－
③
　
盛
岡
北

1
0
月
3
日
（
木
）
～
5
R
こ
土
）

学
校
大
会
の
部

二
B
八
幡
、
二
E
佐
々
木
、

二
B
近
藤
、
二
七
熊
谷

三
位

チ
ー
ム
対
抗
の
部

二
D
高
田
、
一
D
中
晩
、

】
D
川
珂
…
C
工
藤

・
ト
秦
道
都
∵
■
∵

〇
第
3
5
同
県
高
校
一
二
一
年
体

重
別
選
手
権
大
会

一
年

7
3
k
級
西
川
・
竹
原

ベ
ス
ト
1
6

8
1
厄
級
長
門
ベ
ス
ト
8

9
0
k
級
二
戸
一
回
戦
負
け

州
毎
級
中
村
ベ
ス
ト
8

m
短
慮
散
熊
谷
ベ
ス
ト
8

浅
沼
ペ
ス
ト
1
6

二
年

73
短
級
薄
内
・
原

一
回
戦
負
け

8
1
k
級
金
谷
1
二
位

7
月
1
8
日
（
杢
～
2
1
日
（
日
）

山
形
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
屋
外
プ
ー
ル決

勝
進
出
な
ら
ず

○
県
民
体

7
月
2
6
日
（
金
）
～
2
8
日
（
日
）

県
営
庭
内
温
水
プ
ー
ル

二
百
メ
ー
ト
ル
背
泳

一
年
水
野
　
決
勝
　
二
位

○
県
高
体
連
新
人
大
会

9
月
2
8
日
（
土
）

潟
田
町
営
温
水
プ
ー
ル

四
百
m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

決
勝
　
5
位

二
百
メ
ー
ト
ル
背
泳

水
野
　
　
　
決
勝
一
位

百
メ
ー
ト
ル
背
泳

水
野
　
　
　
決
勝
　
二
位

区
予
選

9
月
3
巳
（
火
∵
4
日
（
水
）

太
田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

団
体
　
地
区
推
薦

個
人

二
D
田
山
二
E
中
村
　
優
勝

一
旦
巴
竺
E
吉
日
　
準
優
勝

一
E
意
一
B
杉
臨
　
三
位

二
D
佐
慈
二
R
小
野
寺
　
三
位

〇
第
4
回
北
東
北
・
北
海
道
日

通
県
高
校
団
体
選
手
権
大
会

9
月
2
1
日
（
土
）
～
2
3
日
（
月
）

団
体
リ
ー
グ

一
勝
五
敗

〇
第
4
7
同
県
高
校
新
人
大
会

1
0
月
3
日
（
木
）
～
6
日
（
日
）

個
人
戦
（
対
　
巣
北
）

二
E
。
緋
2
・
④
折
臓

ベ
ス
ト
8

団
体
（
対
　
久
慈
）

1
－
②

5
回
M
l
オ
ー
プ
ン

9
月
6
日
（
金
）
・
7
日
（
土
）

水
沢
市
総
合
体
育
館

団
体
戦

③
－
1
　
不
束
方
A

O
－
③
　
秋
田
商
業

t
勝
一
敗
　
グ
ル
ー
プ
二
位

シ
ン
グ
ル
ス

一
回
戦

二
B
和
山
O
l
③
菅
原
（
前
沢
）

二
C
藤
津
0
－
③
捏
村

（
福
島
‖
帝
京
安
稜
）

二
D
大
志
田
③
－
0
千
葉

（
盛
大
附
）

二
C
川
又
③
1
1
池
田
（
水
沢
）

一
A
西
村
0
1
⑨
那
須
（
水
沢
）

一
C
吉
田
③
－
2
新
田
（
水
農
）

二
回
戦

二
D
大
志
田
○
　
棄
権
　
菅
原

二
関
修
紅
）

二
C
川
又
0
－
⑧
池
田（

秋
田
工
業
）

一
C
吉
田
0
－
③
阿
部

（
宮
城
‥
古
川
両
軍
）

三
回
戟

二
D
大
志
由
∩
盲
③
千
葉

（
盛
大
附
）

7
月
2
7
日
（
土
）
～
3
0
日
（
火
）

青
森
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン
タ

ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

団
体

一
回
戦
敗
退

個
人

シ
ン
グ
ル
ス

二
甲
・
谷
地
彬
人二

回
戦
敗
退

ダ
ブ
ル
ス

谷
地
・
佐
藤
洩
一
画
戦
敗
退

0
第
19
回
農
一
年
生
選
手
権

シ
ン
グ
ル
ス

三
宜
戟
敗
退

ダ
ブ
ル
ス

福
野
・
佐
々
木
ペ
ス
ト
8

0
第
9
回
県
秋
季
ジ
ュ
ニ
ア
大
会

8
月
7
日
（
水
）
、
8
日
へ
木
）

一
年
・
川
崎
龍
一
郎
準
優
勝

二
甲
・
谷
地
彬
人
一
二
位

〇
第
2
3
回
N
H
K
杯
オ
ー
ブ
ン

テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

9
月
7
日
（
土
）
・
8
日
〔
日
）

太
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

シ
ン
グ
ル
ス

二
A
　
竹
浪

】
A
　
石
田

二
C
布
台
、
二
A
本
宮

ペ
ス
ト
洞

〇
第
封
回
県
高
校
新
人
大
会

9
月
2
7
日
（
金
）
～
2
9
日
（
日
）

太
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

団
体

個
人シ

ン
グ
ル
ス

二
年
　
竹
浪
康
弘

一
年
　
石
臼
密
啓

一
年
　
川
崎
龍
一

二
年
　
布
台
容

ダ
ブ
ル
ス

竹
浪
・
石
田

布
台
・
川
崎

第
3
3
回
全
国
高
校
選
抜
大
会

9
月
2
7
日
（
金
）

雫
石
町
営
体
育
館

H
l
m
　
水
沢

大
会7

月
2
1
日
（
土
）
・
2
2
日
（
日
）

花
巻
北
高
、
花
巻
欝
合
体
育

飽予
選
リ
ー
グ
A

一
盛
翠
　
〓
圃
工
、
花
巻
北
、
市

立
、
岩
手
）

一
勝
二
敗
一
分
け
　
　
三
位

9
位
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

1
3
1
H
　
花
巻
南

1
6
－
1
8
　
水
沢
　
　
1
0
位

萎
ク
ビ
「
瓢
■
、

○
諌
8
2
回
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
A
逐
芙
会

8
月
3
0
日
（
金
）

～
9
月
ユ
日
（
日
）

盛
岡
圃
公
園
競
技
場

一
回
戟

3
6
－
2
6
　
水
沢
工
業

二
回
戦

1
4
－
1
7
　
盛
岡
第
一

諒
∴

8
月
1
9
日
（
日
）

み
た
け
運
動
公
匪

や
り
投
げ

二
B
川
村
4
6
m
6
1
4
位

○
新
人
戦
盛
岡
地
区
予
選

8
月
2
8
日
（
水
）
、
約
日
（
木
）

み
た
け
超
勤
公
閲

百
メ
ー
ト
ル
走

二
B
川
村
1
2
秒
5
4
本
俄
へ

千
五
百
m
走

〓
E
八
重
樫
1
分
1
6
秒
7
7

5
位
本
戦
へ

四
X
百
メ
ー
ト
ル
走

去
崎
、
中
電
佐
々
木
、
川
村
｝

5
0
秒
0
6
本
俄
へ

三
段
跳
び

二
B
川
村
H
m
6
0
5
位
本
戦

砲
丸
投
げ

一
D
杉
繹
7
m
0
9
本
戦
へ

一
A
岩
本
7
m
6
6
本
戦
へ

二
F
佐
々
木
9
m
5

3
本
戦
へ

八
百
メ
ー
ト
ル
走

二
E
八
重
樫
2
分
0
7
秒
6
7

四
×
四
百
メ
ー
ト
ル
建

｛
佐
々
木
、
川
村
、
担
澤
、
八
重

樫
｝
3
分
46秒
3
7
本
俄
へ

や
り
投
げ

一
A
岩
本
3
2
m
4

2
本
磯
へ

二
F
佐
々
木
4

3
m
3
8
本
磯
へ

二
B
川
村
4
7
m
3
5
一
位
本
戦

○
新
人
陸
上
大
会

9
月
1
2
日
（
木
）
～
代
目
（
月
）

一
関
運
動
公
団

千
五
百
メ
ー
ト
ル
走

二
E
八
重
樫
4
分
1
3
秒
4
2

5
位
（
二
位
辞
退
の
た
め
東

北
新
人
大
会
へ
）

や
り
投
げ

二
B
川
村
4
8
m
購

二
位
東
北
新
人
大
会
へ

○
県
東
西
対
抗
陸
上
競
技
会

9
月
2
9
日
（
日
）

金
ヶ
崎
森
山
総
合
公
国
薬
技

場八
百
メ
ー
ト
ル
走

八
重
樫
2
分
0
1
秒
0
8
三
位

槍
投
げ

佐
々
木
4
4
m

〇
第
7
回
東
北
新
人
選
手
権

大
会10

月
4
日
（
金
）

福
島
市
信
夫
ケ
丘
陸
上
戯
技

場千
五
百
メ
ー
ト
ル
走

八
護
摩
4
分
0
1
秒
0
4

や
り
投
げ

川
村
4
7
m
O
l
l
O
位
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一
概
況

九
月
六
日
と
七
日
、
石
捜
祭

が
行
わ
れ
た
。
一
年
生
に
と
っ

て
は
初
め
て
の
文
化
祭
だ
っ
た
。

今
軽
の
文
化
祭
は
、
天
気
に
も

め
ぐ
ま
れ
て
、
二
目
と
も
晴
れ

で
し
た
。

一
日
目
は
、
二
ホ
ン
ミ
ツ
バ

チ
に
つ
い
て
の
餌
済
会
が
あ
り

ま
し
た
。

各
棟
綾
店
と
も
売
り
上
げ
を

伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ク
ラ
ブ
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
出

し
物
が
あ
り
ま
し
た
。
吹
奏
楽

都
は
、
体
育
虎
で
前
奏
を
し
ま

し
た
。
山
岳
部
は
、
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ボ
■
ド
を
出
し
、
多
数
の

人
が
登
っ
て
い
ま
し
た
。
物
理

部
、
化
学
部
は
、
実
験
室
で
実

験
を
し
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
学
食
が
二
時
ご

ろ
に
完
売
と
い
う
大
盛
況
で
し

た
。焼

き
鳥
な
ど
の
店
が
無
く
、

若
い
女
性
の
来
校
が
少
な
か
っ

た
の
で
、
来
年
は
、
よ
り
楽
し

い
文
化
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。〓

C
　
村
松
那
車
】

〓
D
　
吉
田
　
誠
】

二
　
大
食
堂

一
年
生
は
文
化
祭
で
食
堂
を

や
り
ま
し
た
。
天
ぷ
ら
う
ど
ん

と
、
き
つ
ね
う
ど
ん
と
、
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
が
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

一
日
目
は
、
う
ど
ん
が
売
れ

て
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
残
り
ま

し
た
。二

日
目
は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

が
と
て
も
売
れ
て
、
途
中
で
ラ

イ
ス
が
足
り
な
く
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
カ
レ
ー
の
ル
ー
だ
け
貰

っ
た
の
で
、
足
り
な
い
人
に
は

カ
レ
ー
う
ど
ん
を
作
っ
た
り
し

て
、
な
ん
と
か
乗
り
越
え
ま
し

た
凸調

理
室
の
中
で
大
変
だ
っ
た

の
が
洗
い
物
で
し
た
。
洗
っ
て

も
洗
っ
て
も
、
な
か
な
か
減
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
の
ナ

ベ
な
ど
の
調
理
に
使
っ
た
遠
具

を
し
ま
っ
た
り
、
残
飯
な
ど
の

始
末
を
す
る
の
も
大
変
で
し
た
。

高
校
に
入
っ
て
初
め
て
の
文
化

祭
だ
っ
た
の
で
と
て
も
疲
れ
ま

し
た
。そ

う
い
え
ば
、
最
初
の
準
備

は
も
っ
と
大
変
で
し
た
。
具
を

切
っ
た
り
す
る
こ
と
が
全
然
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
白
米
を
洗
う

の
も
大
変
で
し
た
。
で
も
、
最

後
に
は
、
と
て
も
お
い
し
く
で

き
ま
し
た
。【

一
C
　
浅
沼
表
別
】

三
　
反
省

文
化
祭
で
一
学
年
は
、
学
生

大
食
堂
を
実
施
し
ま
し
た
。
内

容
は
カ
レ
ー
と
う
ど
ん
の
販
売

で
し
た
。
中
で
も
カ
レ
ー
は
大

人
気
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

予
定
よ
り
濃
度
が
高
く
、
具
を

大
切
り
に
し
た
か
ら
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
カ
レ
ー
は
途
中
で

完
売
し
て
し
ま
い
。
後
半
は
う

ど
ん
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

カ
レ
ー
の
食
券
も
う
ど
ん
に
変

換
さ
れ
て
し
ま
い
、
だ
い
ぶ
不

問
が
起
こ
っ
た
が
、
と
り
あ
え

ず
平
和
に
終
わ
れ
て
烏
か
っ
た

と
思
う
。
今
回
の
事
は
反
省
点

と
し
て
次
回
に
活
か
す
事
が
で

き
れ
ば
、
無
駄
で
は
無
く
な
る

だ
ろ
う
。

今
回
は
、
食
べ
物
を
扱
う
所

が
食
堂
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
次
回
は
タ
コ
焼

き
や
焼
き
そ
ば
の
よ
う
な
屋
台

も
出
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

る
人
々
が
た
く
さ
ん
い
る
。
こ

の
思
い
を
か
な
え
る
為
に
は
私

た
ち
生
徒
の
衛
生
観
念
や
突
行

力
の
向
上
が
大
軍
に
な
っ
て
く

る
。
今
回
、
屋
台
が
出
東
な
か

っ
た
の
は
、
食
中
奉
を
恐
れ
て

の
し
か
た
の
な
い
市
だ
っ
た
。

次
回
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間

カ
レ
ー
不
足
以
前
の
風
景

が
あ
る
の
だ
か
ら
、
私
た
ち
生

徒
は
み
ん
な
で
次
回
に
屋
台
な

ど
を
出
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
、

そ
れ
を
実
行
に
移
す
努
力
を
す

べ
き
で
あ
る
。

〓
A
　
竹
原
高
大
】

中
学
臨
海
学
校

中
学
で
は
、
八
月
三
十
日
と

三
十
一
日
に
海
浜
学
校
で
宮
古

に
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
に
行
き
ま

し
た
。一

日
目
は
、
学
校
に
朝
八
時

前
に
集
合
し
、
学
校
を
出
発
し

た
の
は
八
時
半
頃
で
し
た
。
宮

古
へ
は
学
校
の
バ
ス
で
行
き
、

宮
古
に
あ
る
キ
ャ
ン
プ
堀
に
背

く
ま
で
に
は
二
時
間
半
位
か
か

り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
場
に
若

い
て
か
ら
は
、
ま
す
五
つ
の
斑

に
分
か
れ
、
自
分
の
テ
ン
ト
で

昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

海
で
泳
ぐ
人
と
釣
り
を
す
る
人

に
分
か
れ
て
二
時
間
位
選
び
ま

し
た
。
四
時
頃
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
班
で
カ
レ
ー
や
焼
き
肉
な
ど

を
作
り
始
聖
六
時
過
ぎ
に
は

夕
食
が
で
き
ま
し
た
。
夜
は
、

花
火
や
釣
り
な
ど
を
し
て
、
寝

る
の
は
t
時
過
ぎ
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
七
時
頃
に
紀
盲
、

焼
き
そ
ば
を
作
っ
て
食
べ
、
こ

の
日
も
泳
い
だ
り
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
場
を
出
た
の
は
一
時

で
学
校
に
は
三
時
過
ぎ
に
若
き

ま
し
た
。

三
甲
　
武
田
明
典
】

四
　
希
望

今
年
の
文
化
祭
は
、
高
校
生

に
な
っ
て
初
め
て
の
も
の
で
し

た
。
中
学
の
こ
ろ
よ
り
、
自
由

度
が
ア
ッ
プ
し
て
い
て
、
や
り

た
い
こ
と
が
増
え
た
文
化
祭
だ

っ
た
。
一
年
生
は
、
ク
ラ
ブ
展

示
と
食
堂
を
し
た
。

思
っ
た
よ
り
も
客
が
来
て
い

て
、
食
掌
は
料
理
の
材
料
が
な

く
な
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
中
に
他

校
の
女
子
生
徒
も
ち
ら
ほ
ら
と

来
て
い
て
、
や
り
が
い
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
テ
ー
マ
が
「
元
気

は
つ
ら
つ
石
櫻
条
」
で
あ
る
の

に
、
生
徒
に
活
気
が
足
り
な
か

っ
た
と
思
う
．
ま
た
、
も
っ
と

見
所
の
あ
る
唇
監
蔓
言
す
れ

ば
、
や
る
方
も
、
見
る
お
客
さ

ん
の
方
も
、
楽
し
め
て
、
校
内

が
も
っ
と
活
気
に
あ
ふ
れ
て
、

い
い
学
校
に
な
っ
て
い
く
と
思

った。来
年
の
「
石
姪
浜
」
は
、
も

っ
と
や
り
た
い
事
が
や
れ
る
よ

う
な
、
侶
薪
を
き
ず
い
て
、
楽

し
く
酒
気
あ
ふ
れ
る
文
化
祭
に

な
れ
ば
い
い
と
思
う
。

〓
D
　
谷
地
　
学
】

【
一
B
　
佐
々
木
空
箱
】

啓
リ
ン
チ
好
人
の

番
組
を
孝

こ
の
前
テ
レ
ビ
で
、
高
校
生

が
集
団
で
一
人
の
人
を
ポ
コ
ポ

コ
に
し
て
、
そ
の
人
が
死
ん
だ
、

と
い
う
特
番
が
放
映
さ
れ
ト
そ

れ
を
見
て
い
た
。
彼
ら
は
一
人

に
よ
っ
て
た
か
っ
て
鉄
パ
イ
プ

や
木
刀
な
ど
を
使
っ
て
二
時
間

も
殴
っ
た
り
蹴
っ
た
り
し
て
、

動
か
な
く
な
っ
て
も
ま
だ
暴
力

を
ふ
る
い
続
け
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
亡
く
な
っ
た
人
の
親
は
そ

の
こ
と
を
一
生
忘
れ
な
い
と
思

う
白

あ
と
、
暴
行
壷
件
を
起
こ
し

て
少
年
院
や
鑑
別
所
な
ど
に
入

り
、
そ
こ
か
ら
出
て
き
た
者
が
、

愚
行
で
亡
く
な
っ
た
人
の
扉
に

謝
り
に
行
っ
た
場
面
が
あ
っ
た
。

そ
の
亡
く
な
っ
た
人
の
お
母
さ

ん
は
「
も
う
こ
ん
な
こ
と
し
な

い
っ
て
約
束
し
て
ち
ょ
う
だ

い
〃
‖
」
と
泣
き
な
が
ら
加
害
者

の
少
年
に
言
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
言
わ
れ
た
少
年
は
全
く
と

い
っ
て
い
い
は
ど
反
省
の
色
が

見
え
な
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
で
見

て
い
て
、
自
分
も
腹
が
立
っ
た

く
ら
い
だ
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
一
番

つ
ら
い
思
い
が
す
る
の
は
、
子

ど
も
自
身
で
は
な
く
現
だ
と
思

う
白
被
害
者
の
現
は
当
然
で
、

加
害
者
の
親
も
近
所
に
い
ろ
い

ろ
宵
わ
れ
て
精
神
的
に
ま
い
っ

て
し
ま
う
。
今
の
世
の
中
は
恐

【
二
A
　
武
田
滑
慈
】

好
成
し
巨
＜
の
藤

津
夢
に
衆
評
あ
り

先
日
、
プ
ロ
野
球
セ
リ
ー
グ

で
巨
人
が
優
勝
し
た
。
こ
の
日

の
巨
人
は
エ
ラ
ー
に
よ
っ
て
負

け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
倭
勝

の
決
妙
手
と
な
る
ヤ
ク
ル
ト
も

負
け
た
と
い
う
こ
と
か
ら
優
勝

が
決
定
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
な

ん
か
馬
鹿
く
さ
い
。
あ
ん
な
優

勝
の
し
か
た
で
大
い
に
盈
り
上

が
る
巨
人
も
巨
人
だ
。
祝
賀
の

場
が
地
下
駐
車
場
に
な
り
、
後

片
づ
け
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で

良
い
な
ど
と
、
優
勝
と
は
別
の

こ
と
を
考
え
た
人
物
も
い
た
よ

タ
だ
。こ

こ
で
試
合
の
感
想
を
、
本

校
の
あ
る
人
物
の
発
雷
か
ら
再

現
す
る
。

0
先
生
、

「
あ
ぁ
、
何
だ
ろ
う
な
ぁ
…
…
丁

度
こ
う
間
を
す
り
ぬ
け
て
い
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
…
…
」

H
先
生
、

「
だ
か
ら
お
か
し
い
ん
だ
っ
て
ー
。

だ
れ
、
試
合
さ
負
け
て
ん
の
に

優
勝
な
ん
て
、
バ
カ
く
さ
い
こ

と
ね
ぇ
ん
だ
」

さ
て
、
こ
の
ま
黒
を
見
て
素

直
に
喜
ん
だ
親
父
様
は
何
人
い

た
の
だ
ろ
う
か
。

【
二
D
　
祝
円
　
型
】

僕
は
今
、
高
撃
二
年
生
で
受

験
勉
強
に
追
わ
れ
る
毎
日
が
続

い
て
い
ま
す
。
早
く
そ
ん
な
毎

日
か
ら
逃
れ
た
い
と
思
い
、
A

O
入
試
や
推
痛
入
試
と
い
っ
た

入
試
を
受
け
て
早
め
に
大
学
を

決
め
た
い
と
い
う
状
況
で
す
。

僕
の
友
達
で
は
も
う
A
O
入
試

を
と
っ
く
に
受
け
た
と
い
う
の

で
駕
き
ま
し
た
。
輿
は
僕
も
最

近
A
O
入
試
を
受
け
ま
し
た
。

第
一
次
試
験
で
は
「
興
味
を
持

っ
た
日
本
の
文
化
や
言
語
に
つ

い
て
」
の
小
論
文
と
面
接
萱
二

十
分
で
し
た
が
受
け
ま
し
た
。

面
樺
の
三
十
分
と
い
う
の
は
、

と
て
も
長
く
感
じ
、
し
か
も
異

様
な
雰
匪
気
を
漂
わ
せ
て
い
る

の
で
、
と
て
も
緊
恋
し
ま
し
た
。

結
果
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
受
か
っ
て
ほ
し
い
〃
日
　
と

強
く
鼠
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ

ス
思
考
に
な
り
ま
す
が
、
落
ち

て
し
ま
っ
て
も
、
く
J
く
よ
し

な
い
で
つ
ぎ
が
あ
る
と
思
い
、

セ
ン
タ
ー
試
琴
一
般
試
験
が

あ
る
の
で
、
そ
っ
ち
の
試
験
で

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

【
三
C
一
戸
広
樹
】

最
近
、
寒
さ
が
強
ま
り
、
進

路
の
事
で
慌
た
だ
し
く
な
っ
て

き
た
。
就
職
の
人
は
も
う
願
書

を
出
し
て
就
職
活
動
を
し
て
い

て
大
変
そ
う
だ
し
、
大
学
進
学

を
希
望
す
る
人
は
勉
強
に
励
ん

で
い
る
。

推
館
の
人
埠
前
期
末
の
テ

ス
ト
の
他
に
面
接
の
事
を
考
え

た
り
、
小
論
文
の
練
習
を
し
た

り
し
て
、
大
変
そ
う
だ
。
専
門

学
校
の
人
で
決
定
っ
ぽ
い
人
は
、

前
期
末
テ
ス
ト
に
あ
ま
り
カ
を

入
れ
な
い
よ
う
に
思
え
た
。

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
あ

っ
た
り
す
る
か
ら
、
す
べ
て
の

番
を
忘
れ
て
、
み
ん
な
で
一
つ

の
事
を
す
る
体
育
が
貴
重
な
時

間
の
よ
う
な
気
が
す
る
。
み
ん

な
希
望
す
る
進
路
に
行
け
れ
ば

い
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
。

【
三
B
　
澤
田
　
監

今
の
三
年
生
で
自
分
の
進
路

に
不
安
の
な
い
人
は
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
本
当
に
進
学
ま
た

は
就
職
で
い
い
の
か
？
本
当
に

こ
れ
で
将
来
は
大
丈
夫
な
ん
だ

ろ
う
か
フ
・
と
か
悩
む
と
思
い
ま

す
。か

く
い
う
自
分
も
そ
の
一
人

で
す
。
自
分
は
将
来
必
ず
な
り

た
い
と
思
う
職
業
が
見
付
か
っ

て
な
い
ん
で
す
。
大
学
に
行
っ

て
も
何
を
し
東
い
の
か
～
と
か

考
え
る
時
間
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
で
も
一
応
勉
強
し
と

か
な
い
と
後
で
つ
ら
く
な
る
な

あ
と
思
っ
て
勉
強
は
し
て
ま
す
。

勉
強
は
は
っ
き
り
い
っ
て
つ

ら
い
で
す
。
と
て
も
つ
か
れ
ま

す
。
で
も
勉
強
し
と
か
な
い
と

危
な
く
な
る
と
思
う
と
、
が
ん

ば
っ
て
や
る
か
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
今
は
ま
だ
こ
ん

な
感
じ
の
受
験
生
で
す
が
、
や

る
だ
け
や
っ
て
み
る
つ
も
り
で

す
。

【
三
E
　
伊
藤
利
胤
】

次
号
に
も
掲
載
し
ま
す
。

記

前
号
の
予
告
と
違
う
も
の
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

映
画
部
の
「
二
人
で
ア
レ
に

…
」
と
い
う
作
品
が
N
H
K

杯
全
国
大
会
で
入
貨
を
果
た
し

た
こ
と
は
、
既
に
知
っ
て
い
る

人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
作
品
の

内
容
と
と
も
に
、
別
の
機
会
に

紹
介
し
た
い
と
患
い
ま
す
。

ま
た
、
テ
ニ
ス
部
の
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
の
様
子
に
つ
い

て
は
、
材
料
が
整
い
次
発
、
お

伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

貫
が
過
ぎ
て
秋
が
深
ま
っ
て

い
く
中
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が

あ
り
ま
し
た
。

九
月
未
に
は
、
遠
足
が
あ
り

ま
し
た
。
高
撃
二
年
は
、
田
沢

湖
へ
行
き
ま
し
た
。
一
年
は
、

東
北
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
村
へ

行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
年

は
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
行
く
先
を

決
め
て
、
野
外
炊
事
な
ど
の
活

動
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
新
し
い
試
み
で
す
b
紙
面

の
都
合
で
報
告
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
こ
こ
で
お
伝
え

し
て
お
き
ま
す
。

秋
が
深
ま
り
、
木
の
葉
が
色

づ
く
こ
の
時
期
、
帯
鱒
二
年
は
、

自
分
の
進
路
を
決
め
て
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
今
号
の
受
験
生

日
記
か
ら
、
そ
の
空
気
が
う
か

が
え
ま
す
。
こ
の
受
験
生
日
記

の
原
稀
は
、
今
号
と
同
じ
分
立

が
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
号

に
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
学
校
新
聞
が
、

今
年
の
高
紀
文
祭
の
新
間
コ
ン

ク
ー
ル
で
も
、
倭
良
貨
を
い
た

だ
い
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て

お
き
ま
す
。




